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京成本線荒川橋梁架替事業、水防活動が進展！！

青砥橋にエレベーター設置を求める意見書が可決！！
　

我
が
会
派
か
ら
の
発
案
で
、
都
道
環
状
七
号
線
の
青
砥

橋
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
東
京
都
に
求
め
る
意
見
書
を

今
定
例
会
に
提
出
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
高
砂
一
丁
目

側
の
住
民
の
多
く
は
、
通
勤
・
通
学
を
は
じ
め
、
生
活
に

必
要
な
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、
病
院
等
を
利
用
す
る
た

め
、
青
砥
駅
と
の
行
き
来
に
こ
の
橋
を
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
橋
に
上
が
る
階
段
は
約
60~

70
段
あ
り
、

ス
ロ
ー
プ
は
約
150
ｍ~

160
ｍ
と
長
く
、
車
椅
子
の
方
や
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
押
す
方
が
安
全
に
休
む
踊
り
場
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
住
民
に
と
っ
て
日
常
に
密
接
し
た
橋
で
あ
り
な
が

ら
、
日
々
大
変
な
思
い
を
し
な
が
ら
渡
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
区
内
で
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
改
善
が
必
要
と
さ

れ
る
多
く
の
橋
の
中
で
も
、
青
砥
橋
は
突
出
し
て
早
期
の

対
策
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
小
池
都
知
事
あ
て
の
意
見
書

提
出
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
青
砥
橋
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
早
期
実
現
に

向
け
、青
木
区
長
と
共
に
東
京
都
に
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

ま
ず
12
月
25
日
に
は
、
我
が
会
派
の
筒
井
た
か
ひ
さ
幹
事
長

が
、
青
木
区
長
と
共
に
東
京
都
へ
陳
情
に
伺
う
予
定
で
す
。

　

京
成
本
線
荒
川
橋
梁
の
架
替
事
業

は
、
平
成
28
年
に
荒
川
水
系
河
川
整

備
計
画
と
し
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
目
に
見
え
る
形
で

進
展
が
な
い
ま
ま
時
が
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
の
が
現
状
で
し
た
。
こ
れ
ま

で
我
が
会
派
か
ら
、
平
成
16
年
以
降
、

毎
年
地
域
要
望
と
し
て
、
当
事
業
の

推
進
を
計
っ
て
お
り
、
ま
た
我
が
会

派
を
代
表
し
て
、
地
元
の
み
ね
ぎ
し

良
至
議
員
が
定
期
的
に
一
般
質
問
等

で
当
事
業
の
早
期
着
手
を
働
き
か
け

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
度
、「
京
成
本
線
荒
川
橋
梁
架

替
に
係
る
、
事
業
調
整
協
議
会
」
が
設

立
さ
れ
、
11
月
17
日
の
第
１
回
目
の
協

議
会
で
は
、
現
在
の
進
捗
状
況
、
今
後

の
工
程
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

架
替
工
事
は
令
和
４
年
か
ら

着
手
予
定
で
す
。
荒
川
橋
梁
の

堤
防
は
、
地
域
に
と
っ
て
長
年

の
懸
案
で
し
た
が
、
昨
年
の
台

風
19
号
で
、
懸
案
か
ら
現
実
の

脅
威
に
な
り
ま
し
た
。
架
替
ま

で
の
間
、
土
の
う
の
対
応
の
み

で
は
、
地
域
で
も
不
安
が
あ
り

ま
す
。
我
が
会
派
と
し
て
も
京

成
本
線
荒
川
橋
梁
付
近
の
堤
防

の
切
り
欠
き
部
で
の
、
よ
り
強

固
な
止
水
対
策
の
実
施
を
求
め

る
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
こ
の
度
、
荒
川
橋
梁
堤

防
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
で

あ
る
パ
ラ
ペ
ッ
ト
を
令
和
３
年

度
設
置
す
る
と
の
回
答
、
国
土

交
通
省
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
決
定
は
、
長
年
水
害
対

策
に
不
安
を
抱
え
て
き
た
本
区

に
と
っ
て
大
き
な
前
進
で
あ
り
、

こ
の
間
取
り
組
ん
で
き
た
自
民

党
の
成
果
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

架
替
工
事
、
令
和
４
年
か
ら
着
手

写真：荒川下流河川事務所ホームページより

京成本線荒川橋梁架替事業 新橋設置時のイメージ 

エレベーター設置を要望した青砥橋

青砥橋のスロープ

早
期
実
現
に
向
け
着
実
に
進
め
て
参
り
ま
す
！



　

橋
梁
架
替
事
業
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
橋
梁

付
近
の
堤
防
部
に
お
け
る
水
害
対
策
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

問　

手
順
書
で
は
、
大
型
水
の
う
を
使
用
し
た
水
防

工
法
と
し
て
い
る
が
、
止
水
版
な
ど
の
検
討
も
進

め
る
。
さ
ら
に
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
設
置
に
合
わ
せ
、

軌
道
内
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
、
機
器
類
の
移
設
、
線

路
の
平
坦
化
な
ど
京
成
電
鉄
と
協
議
を
進
め
る
。 

答　

自
転
車
安
全
講
習
の
さ
ら
な
る
充
実
、
特
に
自

転
車
事
故
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
高
齢
者
向
け
講

習
の
拡
大
、
高
校
や
大
学
と
連
携
し
た
啓
発
に
取

問

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、
自
転
車
活
用

推
進
計
画
策
定
の
中
で
、
高
校
・
大
学
等
と
連
携

し
た
交
通
安
全
教
育
の
推
進
等
の
拡
大
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
警
察
署
等
と
も
連
携
し
交
通
事
故

防
止
を
図
る
。

答

　

事
業
の
早
期
完
了
の
た
め
一
日
も
早
い
用
地

の
取
得
が
必
要
で
あ
り
、
地
権
者
や
地
元
の
住

民
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
が
、
区
民

の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
区
は
ど
の
よ
う
に
協

力
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

問　

生
活
保
護
事
務
な
ど
に
Ａ
Ｉ
等
を
導
入
し
、
業
務

改
革
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
、
区
の
認
識
を
伺
う
。

問 　

堀
切
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
の
進
捗
状

況
報
告
と
と
も
に
、
不
安
を
抱
え
る
地
域
の
方
の
元

へ
赴
き
丁
寧
に
説
明
し
て
い
る
。
引
き
続
き
事
業
の

情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
早
期
完
了
に
向
け

国
土
交
通
省
と
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組
む
。

答

　

区
民
サ
ー
ビ
ス
や
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の

を
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
前
提
と
し
た
も
の
に

つ
く
り
変
え
る
機
会
と
考
え
て
い
る
。
今
後
策
定

す
る
基
本
計
画
で
も
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
と

位
置
付
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
改
革
を
推
進
す
る
。　

答
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業
務
へ
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
は
、
職
員
の
専

門
的
な
業
務
へ
の
専
念
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら

区
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
と
考
え
る
。
先
進
事

例
を
参
考
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
を
積
極
的
に
進
め
、

業
務
改
革
と
区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
。

答
荒
川
橋
梁
架
替
ま
で
の
水
防
活
動
と

Ａ
Ｉ
等
を
活
用
し
た
環
境
構
築
を

　

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
区
政
に
ど

の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
く
の
か
、
区
の
考
え

を
伺
う
。

問
デ
ジ
タ
ル
化
の
さ
ら
な
る
推
進
と

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　
の
体
制
整
備
を

　

柴
又
地
域
の
重
要
文
化
的
景
観
の
維
持
、
観

光
地
と
し
て
の
魅
力
の
さ
ら
な
る
向
上
の
た
め

に
も
、エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
を
取
り

入
れ
た
柴
又
地
区
の
街
づ
く
り
を
早
急
に
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

問 街
づ
く
り
に
お
け
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ａ
Ｉ
等
を
活
用
し
た
業
務
改
革

※

他
の
質
問
項
目
　
事
業
行
程
な
ど
の
周
知

自
転
車
活
用

　

今
後
、
電
子
書
籍
導
入
へ
の
対
応
な
ど
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
む
中
、
図
書
館
が
果
た
し
て
い
く
べ
き

役
割
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
、
区
の

考
え
を
伺
う
。

問　

図
書
館
は
利
用
者
の
課
題
解
決
の
場
、
生
活
を

豊
か
に
す
る
施
設
と
考
え
る
。
今
後
は
従
来
の
図

書
館
機
能
充
実
に
加
え
、
来
館
し
な
く
て
も
本
を

読
む
こ
と
が
で
き
る
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

に
取
り
組
む
。

答　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
も
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う

に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む

の
か
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

問

　

庁
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は
、
個
人
情
報
を
取
り

扱
う
住
民
情
報
系
シ
ス
テ
ム
に
接
続
で
き
な
い
よ

う
シ
ス
テ
ム
環
境
構
築
を
行
う
と
と
も
に
、
自
宅

勤
務
を
原
則
と
す
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
強
化
を
図
る
。

答　

重
要
文
化
的
景
観
の
価
値
を
保
全
し
、
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
観
光
地
柴
又
の
魅
力
の
持
続
・

向
上
、
未
来
へ
の
継
承
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、文
化
的
景
観

に
関
す
る
自
主
的
な
活
動
の
担
い
手
の
育
成
や

団
体
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取

り
組
む
。

答　

立
石
駅
の
駅
舎
や
高
架
下
利
用
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
、
関
係
者
と

協
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
区
の
見
解

を
伺
う
。

問 京
成
押
上
線
連
続
立
体
交
差
事
業

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

意
向
や
意
見
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
る
。
立
石
駅

周
辺
の
市
街
地
再
開
発
事
業
に
お
け
る
商
業
施
設

の
考
え
方
や
動
向
を
京
成
電
鉄
に
伝
え
、
再
開
発

と
高
架
下
利
用
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
街
の
活
性

化
や
に
ぎ
わ
い
に
寄
与
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

答

今
後
の
図
書
館
の
あ
り
方

※

他
の
質
問
項
目
　
自
転
車
保
険
な
ど

※

他
の
質
問
項
目
　
お
花
茶
屋
図
書
館
の
今
後
の
整
備
方
針

※

他
の
質
問
項
目
　
職
員
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関
す
る

     

知
識
の
向
上
な
ど

※

他
の
質
問
項
目
　
現
在
の
進
捗
な
ど

高木 信明

一般質問

梅沢とよかず

一般質問

お気軽にご意見をお寄せください！
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安西俊一
：金町

秋家聡明
: 柴又

池田ひさよし
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工藤きくじ
: 東金町
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: 西亀有
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: 亀有

平田みつよし
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伊藤よしのり
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：立石

みねぎし良至
: 堀切

より良い葛飾を
目指して　

自由民主党議員団

■発行責任者／筒井 たかひさ 
( 葛飾区立石 5-13-1）

■編集委員／伊藤よしのり　高木信明

【
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】

街
「
エ
リ
ア
」
を
活
性
化
さ
せ
、
よ
り
価
値
を
高
め
て

魅
力
に
あ
ふ
れ
る
街
へ
と
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
。

【
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
DX
）】

進
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
社
会
や
企
業
に
浸
透
さ
せ

る
こ
と
で
、
人
々
の
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
へ
と
変
革

す
る
こ
と
。

り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、
区
の
認
識
を
伺
う
。
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